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令和元年

（2019)

あらぎ島（有田川町）

扇状の階段が広がる全国でも珍しい形状をしたあらぎ島の棚田は、日本の棚田百選に
選ばれるとともに、国の重要文化的景観に選ばれています。

四季折々に絶景をお楽しみいただけますが、この季節は、田植えを待ち水を張った棚田
が、鏡のように周囲の景色を映し出す美しい風景をご覧いただけます。
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                   知  事  メ  ッ  セ  ー  ジ   

 

 

令 和 元 年  
 
 ５ 月 １日  新 天皇 が御 即 位さ れ 、 令和 の時 代 が始 ま り まし た。 世 は上 げ て 祝

賀ム ー ドで 、 長 い連 休と も あい ま っ て、 何か 世 の中 が よ くな るよ う な気 分 に 私

もな っ てい ま す 。考 えて み ます と 、 これ まで は 、そ れ ま での 天皇 陛 下が お 亡 く

なり に なっ た と いう 悲し み と服 喪 の 中で 新し い 天皇 陛 下 の御 即位 が なさ れ て き

まし た 。そ う い う意 味で 、 今回 の よ うに 単純 に 御即 位 と 新し い御 代 を喜 べ な か

った よ うに 思 い ます 。上 皇 陛下 が 数 々の 異論 を 押し 切 ら れて 、御 見 解を 発 表 さ

れ、 そ れを お 受 けし て特 別 立法 が 成 立し て、 今 回の 御 退 位と 御即 位 がな さ れ た

わけ で すか ら 、今 さ らな が ら上 皇 陛 下の 御慧 眼 に頭 が 下 がる 思い が いた し ま す。 
 
 令 和 とい う 新 年号 は素 晴 らし い と 思い ます 。 字が 上 品 で、 意味 も 優雅 で す 。

これ ま での よ う に中 国古 典 から と ら れた とい う ので は な く、 日本 が 誇る 万 葉 集

から 取 られ た と いう のも 素 晴ら し い と思 いま す 。何 よ り も、 和歌 山 の和 が つ い

てい る のが 、 ニ ュー スに 接 して 第 一 に嬉 しく 思 いま し た 。更 に聞 い てみ る と 、

万葉 集 にあ る 春 の宴 で梅 の 花を 愛 で る情 景か ら 取ら れ た との こと で、こ れ また 、

梅と 言 えば 梅 の 生産 日本 一 、古 来 水 の循 環を 取 り入 れ た 栽培 で世 界 農業 遺 産 に

認定 さ れて い る みな べ、 田 辺の 梅 畑 が収 穫期 の みな ら ず 、 2 月、 3 月 の梅 の 花

の観 賞 でも 多 く の人 々に 愛 され て い て、 多く の 梅干 し や 梅酒 の銘 品 が日 本 中 は

もち ろ ん世 界 に も愛 され て いる 和 歌 山で あり ま すの で 、益 々 嬉し く なり ま し た。 
 
 
 
 
 
 
 
 

  和歌山県知事  仁  坂  吉  伸  

 

 

4/9 記者会見室にて 
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●災害時における停電・通信障害の早期復旧に係る協定締結について                    

 
昨年９月の台風第２１号の暴風雨により、多数

の倒木や電柱倒壊等の被害を受け、大規模な停電

や通信障害が発生し、思いの外、その復旧に時間

を要したことにより、県民の皆さんの生活に大き

な影響を及ぼすこととなりました。 

停電の復旧に時間を要した原因としては、紀伊

半島大水害の時に比べ、破損箇所が３倍あったこ

とや同時に大阪などにも多くの被害が出ており、

動員できる人員が３分の１であったことなどがあげられます。そして、遅れた最大の要因

は、関西電力株式会社が復旧作業として電柱を立て架

線を進める中、道路は通れるようになっているものの、

倒木に絡まれ斜面崩落に巻き込まれた電力線の復旧と

いう土木工事を伴うような作業には、人員を送り込め

ていないことにありました。そこで、県庁から土木部

隊を動員して関西電力の復旧部隊への支援を始めたと

ころ、その後、復旧は飛躍的に進みました。 

今後のこのような事象の発生に備え、和歌山県では、関西電力株式会社、西日本電信電

話株式会社と、それぞれ停電、通信障害の早期復旧に向けた連携について、４月４日に協

定を締結しました。 

今後は、「災害時における停電（通信障害）復旧作業の連携等に関する協定書」により、

大規模停電や通信障害が発生した場合において、県は各社の要請に基づき、停電や通信障

害の復旧作業に支障となる倒木、土砂等の除去作業を支援します。なお、県が作業支援す

るという趣旨の協定は、両社ともに初めてのものです。 

また、これまで、災害時に倒壊した電柱等が支障となり県管理道路の通行止めが発生し

ている場合、関西電力、ＮＴＴ西日本による電柱等の除去を待たなければなりませんでし

た。しかし、これでは、停電や通信障害復旧との並行作業となり、また優先順位等から現

場着手が遅れ、通行止めの解除も遅れてしまうケースの発生が懸念されます。 

これらのことに対処するため、上記協定書と共に「災害時における道路上の支障物除去

連携に関する確認書」を締結し、県は、電柱等の除去作業が遅れ、通行規制の早期解除に

支障をきたすと判断した際には、関西電力、ＮＴＴ西日本に対し職員の派遣を要請し、そ

の職員の指示のもと、県が除去作業を代行することとしました。 

災害が起こった際、一番大事なことは、県民の皆さんが、早く元の生活に戻れることで

す。そのために、それぞれの所管する仕事の垣根を越え、皆で力を合わせ、全力を尽くす。

その一つの形が、今回の協定となりました。 

協定締結式の様子（岩根社長、知事、小林社長） 

電柱倒壊、倒木現場の様子 
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●南紀白浜空港の民間運営がスタートしました                    

 
南紀白浜空港では、近年、日本航空株式会社の協力を得て割引運賃の拡充や機材大型化

などが図られた結果、搭乗者数は好調に推移し、ＩＴ企業の進出、赤ちゃんパンダ誕生や

小型ロケット打ち上げ射場誘致などの追い風もあり、昨年度は約１６万人と開港以来過去

最高の搭乗実績を記録しました。 

今後、新たな航空ネットワークを拡充し、交流人口の拡大による更なる地域経済の活性

化を図るため、空港運営の民間活力導入に取り組んだ結果、昨年７月、株式会社南紀白浜

空港エアポートとの実施契約を交わし、４月１日から民間運営がスタートしています。 

４月１日、このスタートを記念し、県議会議員、

地元首長、国土交通省など関係者にお集まりいた

だき、南紀白浜空港ターミナルビル前において式

典を開催しました。 

事業者選定の際、南紀白浜空港エアポートから

は、羽田線の機材の大型化、成田線等の新規就航、

国内、近隣アジアや極東ロシアからのチャーター

便の誘致、ビジネスジェットの誘致、高速バスや自転車などの地域の交通結節点となるこ

となどの提案がされていましたが、早速、その成果として、大阪や京都、東京への高速バ

スの乗り入れが４月１日から始まり、４月２７日からは、南紀白浜空港と串本町、那智勝

浦町、新宮市を結ぶ高速バスの運行が始まっています。 

 また、顔認証システムなどのＩｏＴおもてなしサービスの実証実験や自転車を飛行機に

積んで空港から走り出せるサイクリスト向けのサービスなども始めています。 

 さらに２０２１年には国際線ターミナルも完成します。設備が充実する南紀白浜空港に

おいて、以前から同社が掲げる「空港からできる地方創生」が実現し、串本町のロケット

射場など、近年動きを見せる紀南地域の活性化の機会を捉え、空港と共に和歌山県が元気

になるよう盛り立てて行きたいと考えています。 

 

●新たなＩＣＴ企業誘致拠点「秋津野グリーンオフィス」に早くも２社が進出                

 
県では、これまで白浜町と連携し、テレワークを

利用してリゾート地で働くことで、イノベーション

の創出やモチベーションの向上を目指すＩＣＴ企

業の誘致に力を入れており、近年、首都圏ＩＣＴ企

業のサテライトオフィスの進出が続いています。 

このことに続き、県は田辺市と連携して、田辺市

上秋津に所在する「都市と農村の交流施設 秋津野 

関係者の皆さんとのテープカットの様子 

緑に囲まれた環境でお仕事いただけます 
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ガルテン」の敷地内に、「農村環境へのＩＣＴ企

業誘致を核とした仕事づくり」や「紀南地域・田

辺市へのふるさと回帰」を目的とした新たなＩＣ

Ｔ企業誘致拠点「秋津野グリーンオフィス」（施

設管理者：株式会社秋津野（玉井代表取締役））

の建設を進め、２月２５日に完成しました。 

このオフィスに、更なるＩＣＴ企業の誘致をと

取り組んでいたところ、早くも地元田辺市出身の方が代表を務める株式会社Ｕｌｔｉｍａ

ｔｅ Ｌｉｆｅ（田中悠貴代表取締役：本社 大阪市）と株式会社クレアネット（谷美輝代

表取締役：本社 大阪市）の進出が決定し、３月２６日、県庁知事室にて進出協定調印式を

開催しました。 

株式会社Ｕｌｔｉｍａｔｅ Ｌｉｆｅは、フィットネス用品やアウトドア用品の開発等を

手掛ける会社で、今回、田辺市産農作物を使った商品開発やＷｅｂ制作等を行う予定です。

また、株式会社クレアネットは、Ｗｅｂマーケティング事業を手掛ける会社で、グリーン

オフィスでも、同様の事業を行う予定です。なお、両社とも６月の操業開始を予定してい

ます。 

今回の２企業の進出に引き続いて、今後も更なるＩＣＴ企業の誘致を行うことにより、

都市部から地域への新たな人と仕事の流れを作り、雇用機会の創出や労働人口流入による

地域経済産業の活性化を図ってまいります。 

 

●紀伊半島一周高速道路実現へ                         
 

３月２９日、国土交通省から一般国道４２号

（近畿自動車道紀勢線）「新宮道路」と三重県内

の「紀宝熊野道路」の新規事業化が発表されまし

た。 

このことにより、近畿自動車道紀勢線の未供用

区間が全線にわたり事業着手されることが決定

し、いよいよ「紀伊半島一周高速道路」が実現す

ることになりました。 

紀伊半島一周高速道路は、本県にとって企業立

地や産業振興、活力ある地域づくりといった将来

のチャンスを得るために、また、南海トラフ地震

などの大規模災害への備えとして必要不可欠で

あり、これまでも様々な機会を捉えて、その早期

実現を強く求めてきました。 

調印式の様子 
玉井氏、知事、谷氏、田中氏、真砂田辺市長 
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今回の発表は、こうした県の取組とともに、県選出国会議員や県議会議員、関係市町村

長をはじめとする皆様のこれまでのご尽力の賜であると考えています。 

県では、紀伊半島一周高速道路が２０２５年の大阪・関西万博開催までに開通するよう、

引き続き、沿線の自治体と連携し、国や関係機関に働きかけていきます。 

 

●過疎集落支援総合対策事業で活性化に取り組む２地域をご紹介                    

 

人口減少や少子高齢化が著しい過疎地域等

では、医療・交通・買い物などの生活を支える

機能の維持が困難となり、地域社会の担い手が

不足するなど、地域の活力の低下が懸念されて

います。 

そのため、本県では、わかやま版「過疎集落

支援総合対策」として「ふるさと生活圏」の課

題解決や活性化に向けた住民主体の取組を支 

援しています。 

それでは、平成３１年度事業に決定したプロ

ジェクトを紹介します。 
 

＜未来へ“繋ぐ”花園活性化プロジェクト＞ 

かつらぎ町花園生活圏は、護摩壇山の北、高野山の南、有

田川の源流部に位置し、弘法大師空海の高野山開創と共に拓

かれた地域です。この生活圏では、花園産高野槙の規格統一

や生産販売体制の確立、移住者の受入推進による人口増加と

高野槇生産の後継者の育成、花園を訪れる観光客との交流を

とおして地域の活性化を図るなどにより、未来につながる持

続可能な地域を目指します。 
 

＜人と“ひと”が紡ぐ粟生
あ お

活性化プロジェクト～粟生であおらよ～＞ 

有田川町粟生生活圏は、有田川町のほぼ中央に位置し、

民家のほとんどが有田川の右岸を通る国道４８０号線沿い

に存在する１４８世帯の小さな集落です。この生活圏では、

旧粟生小学校を活用したカフェの運営やサイクルステーシ

ョンの開設、粟生の特産品である「ぶどう山椒」を活用し

た新たな特産品の開発などにより、粟生に関わる交流人口

を増やし地域の活力を向上させ、また、多くの人が移り住

みたいと思うような、住民同士が将来にわたり仲良く協力し合う魅力溢れる地域を目指し

ます。 

旧粟生小学校 

高野槇 

昭和合併前の旧町村や小学校区を想定 

「ふるさと生活圏」とは、人口減少や高齢化等の問題を

抱える地域において、基幹集落と周りに点在する基礎集

落で構成される集落群からなり、住民生活の一体性が確

保できる単位をいいます。 
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●天皇陛下御即位を奉祝する御記帳所を開設しました                

 

県では、天皇陛下の御即位に、慶祝の意を表し記帳を希望される県民の皆さんの便宜を

図るため、県庁と６振興局において、５月４日と５日、御記帳所を開設しました。 

また、県内３０市町村においても御記帳所が開設され、総勢８，１６２名の方々に御記

帳をいただきました。 

皆さんから記帳いただいた名簿は、秘書課でとりまとめのうえ、宮内庁にお届けいたし

ます。 

 

●「序曲《徳川頼貞》吹奏楽版」の楽譜が完成しました                    

 
１６１９年（元和５年）に家祖、徳川頼宣

よりのぶ

により創設され

た紀州徳川家の第１６代当主である徳川頼
より

貞
さだ

は、日本初の音

楽専用ホール「南葵
な ん き

楽堂」の建設や、ベートーベンの自筆楽

譜をはじめとする貴重な音楽資料を蒐 集
しゅうしゅう

したことから、「音

楽の殿様」と称されています。 

その頼貞の名前を冠した「序曲《徳川頼貞》」は、頼貞の

英国留学時代の恩師、エドワード・ウッダール・ネイラーか

ら南葵楽堂の開館を記念して贈られています。 

県では、平成２８年１２月、頼貞が蒐集した「南葵音楽文

庫」の整理・活用を読売日本交響楽団に申し出て快諾をいた

だき、寄託契約を結びました。 

その後、資料の整理と研究を進め、平成２９年１２月３日から県立図書館内で「南葵音

楽文庫」の一部を公開しています。同年１２月６日には、読売日本交響楽団の皆さんによ

るプレオープンを記念した特別公演が県民文化会館で開催され、序曲《徳川頼貞》が約１

世紀ぶりに演奏されました。 

そのような取組の中、県内の吹奏楽関係者から「序曲「徳川頼貞」」を演奏したいとい

う声があり、県では吹奏楽版楽譜の制作に着手しました。編曲については、南葵音楽文庫

の所有者である読売日本交響楽団が推奨するプロの編曲家大橋晃一氏（東京藝術大学非常

勤講師）に依頼し、約５か月をかけて楽譜が完成しました。 

完成した楽譜は、県吹奏楽連盟を通じてスコア・パート譜セットを県内吹奏楽部・吹奏

楽団（約９０団体）に配布するとともに、楽譜データを県ホームページで公開しています。

また、ブラスバンドの大会や各種文化祭などで広く演奏されるよう、楽譜の複製利用や演

奏団体の編成に応じた自由なアレンジを許諾しています。さらに、この秋、生演奏音源を

制作し、インターネット等で公開する予定です。 

紀州徳川家創設４００年を迎えた今年、ゆかりの音楽が県民の皆さんの手により令和の 

序曲《徳川頼貞》バンドスコア表紙 
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時代に響き渡るとともに、２万点に及ぶ膨大な資料の整理・評価を終えた南葵音楽文庫の

グランドオープンにより、さらなる南葵音楽文庫の普及と紀州徳川家の顕彰につなげたい

と考えます。 

 

●県内初！和歌山バス株式会社がバスロケーションシステムを導入しました                    

 
これまで、県内のバス利用者の皆さんの多くは、天候、交通渋滞等により到着が遅延す

るバスの運行について、バス停等では実際の運行状況が把握できず、ストレスや不安を感

じている状態でした。 

この度、その課題を解消するため、バスの詳細な運行状況をスマートフォンや携帯電話、

大型のデジタルディスプレイで確認できる「バスロケーションシステム」が、４月１日か

ら、主に和歌山市内を運行する和歌山バス株式会社全線で導入されました。 

県と和歌山市が実施する「バス利便性向上促進事業」の支援を受けて同社が導入したも

ので、これにより、乗車したいバスがいつ到着するのか、今どこを走っているのかがスマ

ートフォン等で分かるようになり、バスを利用する市民の方から「これまで分からなかっ

た実際の到着予定が手元で分かるので、待っている間の不安が軽減された。」などの声が

寄せられています。 

現在、大型液晶ディスプレイの設置場所は３か所で、今後、日本赤十字社和歌山医療セ

ンター内にも設置する予定です。 

また、和歌山バス、和歌山バス那賀及び南海りんかんバスでは、来年春に向けてＩＣカ

ード導入も予定しており、今後、より一層、県内のバス利便性の向上が期待されます。 
 

【大型液晶ディスプレイの設置場所（４月１日現在）】 

・ＪＲ和歌山駅構内（和歌山バス案内窓口）・和歌山マリーナシティ（黒潮市場内） 

・和歌山県立医科大学付属病院内 
 
≪スマートフォンでの案内画面（例）≫ 

     

 時系列接近情報 便ごとの遅延状況 バスの現在位置 
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≪専用ＷＥＢサイト≫ 

https://loc.bus-vision.jp/wakayama/view/searchStop.html 

 

 

●県産「本格梅酒」４４種の「梅酒マッピング図」を作成しました          

 

現在、「梅酒」として販売されているのは「梅のみを原料とする梅酒」と「梅を使用せ

ずに酸味料等を加えた梅酒」とがあります。前者はいいのですが、後者は梅が使用されて

いると消費者が誤認する恐れがあり、また、梅酒の生産量増加が青梅の需要拡大につなが

りません。 

そこで県では、日本洋酒酒造組合に働きかけ、梅・糖類・酒類のみを原料とし、酸味料

等を使用していない梅酒を「本格梅酒」とする自主基準を平成２７年１月に設けていただ

き、梅の消費拡大を目的に「本格梅酒」の認知度向上に向けた取組を進め、県内外に「本

格梅酒」の魅力をＰＲしています。 

この度、その取組の一環として、県

内梅酒生産者等３１事業者で構成する

「本場・紀州産梅酒の会」の協力を得

て、「本格梅酒」のファンを増やすた

め、２０生産者の梅酒を図示した「梅

酒マッピング図」を作成しました。 

この「梅酒マッピング図」は、梅酒

ソムリエである金谷優氏（一般社団法

人梅酒研究会理事）監修のもと、４４

種の「本格梅酒」を梅酒の特徴である

甘味（辛口～甘口）、香味（芳醇～淡

麗）により分類したものに加え、酸味の度合いを★印で表し、皆さんに好みの梅酒を選ん

でいただけるように表示しています。 

今回作成した「梅酒マッピング図」は、次ページに掲載しています。また、県庁食品流

通課ホームページで公開するとともに、同課、各振興局、わかやま紀州館で配布していま

す。 

今後は、各種商談会等で梅酒生産者が販売促進活動に活用し、「本格梅酒」の認知度向

上を図っていきます。 

 

・県庁食品流通課ホームページＵＲＬ 

 https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/071700/d00201192.html 

 

「梅酒マッピング図」は９ページにございます 
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●和歌山県観光振興実施行動計画 ＝観光振興アクションプログラム２０１９＝                    

 
 和歌山県観光振興実施行動計画を策定しました。詳しくは県のホームページをご覧くだ

さい。 https://www.pref.wakayama.lg.jp/chiji/press_animation/press_animation_backn_d/fil/310416_2-1.pdf 

 
 
◎観光地としての世界的評価がアップ！ 

   ◆世界的旅行ガイドブック｢ロンリープラネット｣の｢Ｂｅｓｔ ｉｎ Ｔｒａｖｅｌ 2018｣の訪れるべき世界の１０地域のうち、
「紀伊半島」が日本で唯一ベスト５を獲得！ 

   ◆Airbnb™「2019 年に訪れるべき１９の観光地」で和歌山県が日本で唯一選出！ 
◎新たな魅力を活用し、県内周遊をさらに促進  

   ◆世界遺産登録１５周年を契機として世界遺産「高野山・熊野」の情報発信をさらに強化し、本県が持つ「自然」・
「歴史」・「サイクリング」や「温泉」などの観光資源のポテンシャルを高め、お客様に対して旅の楽しみ方を具体的
にわかりやすく提供することで県内周遊を促進。 

   ◆滞在期間の延長による消費の拡大で、地域への経済効果をアップし、持続可能な観光地づくりを目指す。 
◎将来の和歌山県発展に向けた観光施策のスピーディーかつ柔軟な展開 

◆新たな産業誘致による関係人口の増加や日々移り変わる社会情勢にスピーディーかつ柔軟に対応し、施策を  
展開することで、裾野の広い産業である「観光産業」の発展を目指す。 

 
 

◎周遊促進の取組 
◆世界遺産登録１５周年記念キャンペーンの展開 

=NEW= ・和歌山、三重、奈良の３県連携事業として高野・熊野・吉野に伊勢を加えた四大聖地巡礼の旅を 
提案（特別公開やプレミアム体験、三県周遊スタンプラリー、ツアー造成などを実施） 

=NEW= ・県単独事業として、「１０万円プレゼント」キャンペーンや「高野・熊野を愛する１００人の会（仮称）」の
結成など特別企画を実施 

◆キラーコンテンツである世界遺産『高野山・熊野』『パンダ』『有名温泉』に加え、新たな観光資源で周遊促進 
    ①自然の素晴らしさを「水」という切り口で表現する「水の国、わかやま。」キャンペーン 

=NEW= ・水にまつわる体験型観光事業者を支援                    など 
②サイクリングロードを活用した旅の楽しみ方を提案する「サイクリング王国わかやま」 

=NEW= ・有名アニメとタイアップした特別企画の実施                 など 
③本県の豊富な歴史ストーリーと食や温泉を合わせた 100 の旅モデル「わかやま歴史物語」 

=NEW= ・「ねんりんピック」などで来県されるシニア層への旅モデルの提案    など 
    ④世界遺産「高野山・熊野」の魅力の情報発信を更に強化 

=NEW= ・世界遺産公式 Facebook の作成など、情報発信を強化          など 
◎インバウンド誘客に向けた取組 

◆ＦＩＴ（外国人個人観光客）の急伸や訪日旅行の目的・行き先の多様化に対応した情報発信のほか、インバウン
ド観光客の視点に立った受入体制の整備をさらに推進 
①ラグビーワールドカップや東京オリンピック・パラリンピック、関西ワールドマスターズゲームズの開催に向け 

京都・大阪・首都圏からのプラスワントリップを推進 
=NEW= ・レンタカーや高速バス、南紀白浜空港を活用した京都・大阪・首都圏からの外国人個人観光客の和

歌山県への周遊を促進 
②世界的ニュースサイトや旅行ガイドブックとの共同キャンペーン、東アジア市場向けのメディア対策強化 
③「水の国、わかやま。」や「サイクリング王国わかやま」、「国立公園満喫プロジェクト」などのテーマ別観光によ

る誘客やインバウンドスポーツツーリズムを推進 
④=NEW= インバウンドを対象とした「わかやま医療観光モデル」の構築 
⑤交通事業者と連携した二次交通の案内表示改善 
⑥世界遺産を巡る観光客の利便性向上のためのリムジンバス・アクセスバスの運行 

=NEW= ・ＦＩＴが集まる京都からの誘客のため京都駅と高野山を結ぶバス路線を構築 
◎新たなシステムやツールを活用した取組 

◆ワーケーション推進を通じた誘客促進等 
=NEW= シンポジウム等により本県の良好なワーケーション環境のＰＲに加え、企業に世界遺産保全活動「道普

請」を組み合わせたワーケーションプランを提案し、誘致・誘客を促進 
◆南紀白浜空港民営化に合わせた新たな誘客 
=NEW= ・顔認証システムの利用促進に向けた情報発信 
=NEW= ・高速バスやチャーター便を活用した旅行商品造成のためのファムツアーの実施 など 

現状・方向性 

今年度の取組内容 
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●「わかやまの休日」スタンプラリー ゴールデンウィーク後も実施中                    

 
本県では新元号制定とゴールデンウィーク１０連休を記念して、６月３０日まで「わか

やまの休日」スタンプラリーを実施中です。 

和歌山県内のスタンプラリースポットで、スタンプを集めて応募された方に、抽選で「和

歌山ならでは」のすてきな賞品をプレゼントします。 

県内６か所にスタンプラリースポットを設置しており、３か所押印でプレゼントに応募

いただけます。また、６か所全て押印で、賞品の当選確率が２倍になります。 

 夏本番までに和歌山を訪れ、賞品ゲットを目指してスタンプラリーを楽しみませんか。 

【スタンプラリースポット】 

① 和歌山市観光土産品センター（和歌山市） ④和歌山県世界遺産センター（田辺市） 

② 高野山観光情報センター（高野町）    ⑤まちなか総合案内しらすな（白浜町） 

③ 道の駅 あらぎの里（有田川町）     ⑥道の駅 一枚岩鹿鳴館（古座川町） 
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●わかやま産品販路開拓アクションプログラム２０１９を策定しました                    

 
国内外の専門的な展示会への出展支援、ＭＯＵ（覚書）等締結による経済交流の促進、

県内地場産地の企業による新しいブランドづくり支援などを実施し、わかやま産品の販路

開拓を強力に進めてまいります。詳しくは、県のホームページをご覧ください。 

https://www.pref.wakayama.lg.jp/chiji/press_animation/press_animation_backn_d/ 

fil/310416_3.pdf 

 

１ 海外販路開拓支援 ～世界へ売り込む～ 

（１）海外の専門的展示会への出展 

   集団出展（メゾン・エ・オブジェ・パリ、SHOPPE OBJECT（NY）等）、 

個別出展支援 

（２）MOU等締結による経済交流の促進 

   ベトナム、インドネシア、インド・マハラーシュトラ州 

（３）海外へのビジネスミッション団の派遣 

   タイ、中国山東省 等 

（４）海外に向けたＰＲ強化 

   海外の業界専門メディアの招聘による情報発信 等 

（５）ＥＣ市場への展開支援 

   ジェトロ「ジャパンモール」の活用、越境ＥＣセミナー 等 

（６）情報提供と相談体制の充実 

（７）ジェトロ和歌山貿易情報センターとの連携（共同事業） 
 

２ 国内販路開拓支援 ～日本全国へ売り込む～ 

（１）国内の専門的展示会への出展 

   集団出展、個別出展支援 

（２）商談会の開催 

   大企業、県外バイヤー等との商談会、ＥＣ商談会 

（３）県産品の商品力向上 

   百貨店バイヤーとの協働による商品開発、パッケージデザインの魅力向上支援 

（４）プロモーションとメディア活用によるＰＲ強化 

   観光プロモーションと連携した伝統工芸品ＰＲ 等 

（５）ＥＣ市場での競争力強化 

   講演会、講習会、ＥＣ商談会の開催 

（６）プレミア和歌山を通じた販路開拓等支援 

（７）首都圏での活動拠点の提供 
 

３ 販路を拓くためのものづくり支援 ～新しいブランドづくり～ 

（１）地場産地の企業による新しいブランドづくりの支援 

（２）地域資源を活用した新商品等開発支援 

（３）経営革新計画承認企業への新商品等開発支援 

 

メゾン・エ・オブジェ パリ 

（2019 年 1月 和歌山県集団出展ブース） 

機械要素技術展（東京） 

（2018 年 6月 和歌山県集団出展ブース） 

下線部分…新規 
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●和歌山県農水産物・加工食品の販売促進戦略を策定しました              

 
本年度、県産品の国内外への販路開拓に取り組む「和歌山県農水産物・加工食品の販売

促進戦略 アクションプログラム２０１９」を策定しました。詳しくは、県のホームペー

ジをご覧ください。https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/071700/index_d/img/036.jpg 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ アクションプログラム２０１９  取組方針 

   １．県産品の戦略的な輸出促進 

   ２．大型展示会をはじめとする商談機会の積極的な提供 

   ３．ＳＮＳの活用など流通構造の変化への迅速な対応 

   ４．和歌山県産品が持つ“こだわり”と“物語”の全国発信 

   ５．市場が求める商品づくりへの支援 

２０１９ 主な施策 

Ⅰ.海外への販路開拓 Ⅱ.国内市場での販売促進 
Ａ 

戦
略
的
な
販
路
の
開
拓 

商談機会

の創出 

多様な販

路の開拓 

戦略商品
のマーケ
ティング 

Ｂ 

県
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化 

魅力の 

発 信 

市場が求
める商品
づくり 

■展示商談会への出展 
 ・FOODEX JAPAN 
 ・全国食の逸品 EXPO 

■展示商談会への出展 

 ・THAIFEX（タイ） 

 ・Food Expo（香港） 

■県主催商談会 
 ・県産品マッチング商談会 
 ・わかやま産品商談会 in 大阪 

■首都圏有名百貨店等での販促 
■わかやま紀州館 mini 
■オンラインお土産サービス 
■フリーマーケットアプリ 

■米国・豪州への柿輸出 

■海外向けオーナー制度 

■プレミア和歌山 
■本格梅酒、わかやまジビエ 
■わかやま特産商品 
 ・わかやまポンチ 
 ・わかやまスムージー 

■「おいしい！健康わかやま」 
  ・ふるさと祭り東京 2020 
■老舗果物専門店等とのコラボ 
■テロワール、機能性ＰＲ 

■テロワール、機能性ＰＲ 

■EU 現地コーディネーターの活

用 

■商標監視 

■国内での商談機会 

 ・沖縄大交易会 

 ・輸出商社等の招へい  

■新商品開発アドバイザー、ブランド
力強化支援アドバイザー 

■新流通基準対応セミナー 

■JETRO、ABIC、香港貿易発

展局等と連携した支援 

Ｃ 

生
産
者
・事
業
者
支
援 

流通基盤
の整備 Ⅲ．生産者・事業者への支援 

■マーケットニーズ情報の提供 
■県オリジナル品種の販路拡大 
■新たな商品への開発支援 

■和歌山市中央卸売市場の再編 
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●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)の案内                   

 

ふるさと和歌山応援寄附は、「ふるさと和歌山を大切にしたい」、「和歌山を応援した

い」という思いを具体化するための制度です。これまで多くの御寄附と力強い応援メッセ

ージを数多くいただいております。 

県では、ふるさと和歌山応援寄附を「世

界遺産『紀伊山地の霊場と参詣道』の保全

や活用」や「がん対策の充実」、「生涯ス

ポーツ・文化の振興」など１０の分野で活

用させていただいております。 

御寄附につきましては、郵送や振込みで

行うことができますが、クレジットカード

で行う場合は、ふるさと納税総合サイト

「 ふ る さ と チ ョ イ ス 」

（ https://www.furusato-tax.jp/city/p

roduct/30000）のサイト上で、簡単に申

込みとクレジットカードによる決済を行

うことができますので御利用ください。 

和歌山県外にお住まいの方のみ対象と

なりますが、１万円以上の御寄附をいた

いた方には、プレミア和歌山の事業者か  

ら御協力をお願いした６７品目の返礼品 

の中から１品をお選びいただきお届けし 

ています。 

また、インターネット限定で、２万円以 

上の御寄附をいただいた方には、６７品目 

又は特別メニューとして、和歌山特産の熊 

野牛等の畜産物や「あら川の桃」等の果物 

をお選びいただけますので、和歌山県が誇 

る優良産品（プレミア和歌山）を是非御堪 

能ください。 

また、返礼品とは別に、１万円以上の御 

寄附をいただいた御希望の方に「和歌山フ 

ァンクラブ」（和歌山県観光連盟所管）へ 

の入会権を贈呈しています。御入会いただくと、刊行情報誌「紀州浪漫」の送付など、魅

力ある特典がございます。お申込みはふるさとチョイスからお願いします。 

ふるさと和歌山応援寄附についての詳細は、和歌山県のホームページ上の「ふるさと和

歌山応援サイト」に掲載していますので、是非御覧ください。 

これからも、ふるさと和歌山応援寄附に御協力いただきますよう、お願い申し上げます。 

 

○寄附金控除のしくみ
（例）

所得税
約800円

住民税
約7,200円

適用下限額
約2,000円

寄附金10,000円の場合

控除額合計約8,000円

単身者の場合 夫婦、子　2人の場合
給与収入 寄附金額目安 給与収入 寄附金額目安

300万円 31,000円 300万円 4,000円

400万円 46,000円 400万円 17,000円

500万円 67,000円 500万円 33,000円

600万円 84,000円 600万円 53,000円

700万円 118,000円 700万円 75,000円

800万円 141,000円 800万円 109,000円

900万円 164,000円 900万円 132,000円

1,000万円 188,000円 1,000万円 157,000円

1,500万円 394,000円 1,500万円 355,000円

2,000万円 572,000円 2,000万円 532,000円

自己負担額 2,000円を超える金額が全額控除される寄附金額の

目安は右表のとおりです。

【注意】

下の表はあくまでも目安としてお考えください。

全額控除される寄附金額の目安
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                         お 知 ら せせ 
 

お礼の品一覧 
 

 

 

１品お選びいただけます！ 
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お 知 ら せ                              
 

お礼の品一覧 
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                         お 知 ら せせ 
 

お礼の品一覧 
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お 知 ら せ                              
 

お礼の品一覧 
 

 
－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 
＊＊＊＊ ふるさと和歌山応援寄附（ふるさと納税）に関しましては ＊＊＊＊ 
★お問合せ・申込窓口★            ☆お問合せ窓口☆ 
〒640-8585                  〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地         東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課            都道府県会館12階 
担当 工藤、田村、宮本            和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通)           担当 宮本 
FAX  073-423-1192              電話 03-5212-9057 

E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp   FAX  03-5212-9059 
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                         ふるさと歳時記  

 
イベント情報(５月下旬～７月上旬) 
 
 

期間 行事名 場所 問い合わせ先 

5 月下旬 黒江めった祭り 海南市・黒江公民館周辺 
黒江めった祭り実行委員

会 073-495-2573 

5 月下旬 砂まつり大会 白浜町・白良浜海水浴場 
白浜観光協会 

0739-43-5511 

6 月上旬 
有間皇子記念式典、献湯祭、

温泉神社式典 
白浜町・温泉神社 

白浜観光協会 

0739-43-6588 

6 月上旬 ６月６日は「梅の日」 田辺市・熊野本宮大社 
紀州梅の会事務局 

0739-26-9959 

6 月中旬 青葉まつり 高野町・金剛峯寺 
金剛峯寺 

0736-56-2011 

6 月中旬 青葉祭 
那智勝浦町 

・妙法山阿弥陀寺 

妙法山阿弥陀寺 

0735-55-0053 

6 月中旬 熊野那智紫陽花まつり 那智勝浦町・熊野那智大社 
熊野那智大社 

0735-55-0321 

6 月中旬 あじさい祭り 

橋本市 

・恋し野の里あじさい園 

恋野地区公民館 

0736-33-2458 

有田川町・吉原若者広場 

有田川町吉原あじさい祭

実行委員会 

0737-32-3695 

6 月下旬 夏越大祓式「茅の輪くぐり」 田辺市・熊野本宮大社 
熊野本宮大社 

0735-42-0009 

7 月上旬 海開き 
和歌山市・片男波海水浴場

ほか県内各所 

片男波海水浴場管理運営

委員会 073-447-9080 

7 月上旬 たなばた祭り 
和歌山市・淡嶋神社、 

紀三井寺、藤白神社 

淡嶋神社 

073-459-0043 

紀三井寺 

073-444-1002 

藤白神社 

073-482-1123 

7 月上旬 那智の滝大しめ縄張り替え 那智勝浦町・熊野那智大社 
熊野那智大社 

0735-55-0321 

 

 

 

 

丹生川のこいのぼり 
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ふるさと歳時記                           

 
自然・風物情報(５月下旬～６月中旬) 
 

 

時期 自然・風物名 場所 問い合わせ先 

5 月下旬 サツキ見頃 
上富田町・観音寺 上富田町観光協会 

0739-47-0550 

紀の川市・粉河寺 粉河寺 

0736-73-4830 

5 月下旬 キイシモツケの群生見頃 紀の川市・龍門山 紀の川市商工観光課 

0736-77-2511 

5 月下旬 
棚田「あらぎ島」 
田植え始まる 有田川町・棚田 有田川町役場 

0737-52-1111 

5 月下旬 コウホネの花見頃 かつらぎ町 
・丹生都比売神社 

丹生都比売神社 

0737-52-2111 

6 月上旬 ほたる鑑賞 

日高川町 
・細野渓流キャンプ場 

日高川町商工会 

0738-23-3434 

かつらぎ町・ほたるの里 かつらぎ町観光協会 

0736-22-0300 

6 月上旬 
アロハシャツに衣替え 
（ＪＲ白浜駅、役場等） 

白浜町・役場、観光協会、駅、

銀行など 
白浜観光協会 

0739-43-5511 

6 月上旬 クジラの歯磨き 太地町・くじらの博物館 くじらの博物館 

0735-59-2400 

6 月上旬 カバの歯磨き 白浜町 
・アドベンチャーワールド 

アドベンチャーワールド 

0570-06-4481 

6 月上旬 ブルーベリー狩り 
かつらぎ町・観光農園 かつらぎ町観光協会 

0736-22-0300 

広川町・浅井農園 浅井農園 

0737-62-3873 

6 月中旬 仁義びわ収穫最盛期 海南市下津町 ＪＡながみね 

073-482-6131 

6 月中旬 南高梅 収穫ピーク 印南町・集荷場 
ＪＡ紀州みなべいなみ梅

部会 0739-72-1174 

6 月中旬 新ショウガ収穫 和歌山市・ 
名草地区、河西地区 

ＪＡわかやま 

073-471-3731 

6 月中旬 
「あら川の桃」 
出荷始まる 紀の川市・桃山町 あら川の桃振興協議会 

0736-66-1259 

6 月中旬 あじさい見頃 

橋本市 
・恋し野の里あじさい園 

橋本市観光案内所 

0736-33-3552 

かつらぎ町 
・花園あじさい園 

花園あじさい園 

0737-26-0888 

有田市・仁平寺 有田市産業振興課 

0737-83-1111 
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～編集後記～ 
 
 

令和の陽気に誘われて、和歌山城を散歩してきました。 
ご存知の通り、和歌山城は和歌山市の中心部にあります。昼休みともなりますと近く

のオフィスで働く方々が散歩をしたり、お堀端をランニングする姿を見かけます。また、

ツツジが満開の今の季節は遠足で訪れる子供達の声も聞こえ、お花見シーズンに次ぐ賑

わいです。 
 

さて、5 月 12 日は「母の日」、テレビや雑誌ではこれを商機にいろんなＰＲが展開さ

れ、母を思い出すきっかけとともに購買意欲が刺激されるのは私だけでしょうか。 
母の日に贈る花はカーネーションが定番ですが、日持ちが良く色鮮やかなスターチス

はどうでしょう。スターチスは、花言葉が「変わらぬ心・途絶えぬ記憶」で、いくつに

なっても変わらない母への思いを表すことができます。また、贈りたいお母様が天国に

いらっしゃる場合は、墓前にお供えする「母の日参り」という方法もあります。 
 
「なぜスターチスなの？」 
 
それは和歌山県がその生産量日本一を誇るからです。ＪＡ紀州では紀州パープルとい

うオリジナル品種を含む約 60 種類のスターチスを栽培していて、全国各地へ出荷してい

るそうです。皆さんがいつもご覧になっているスターチスは、もしかしたら「和歌山生

まれ」かもしれませんね。そう考えると何となく愛着が湧いてきませんか。 
 

最後に、先月号のわかやま便りをご覧になった方からお手紙をいただきました。お手

紙の内容もさることながら、わかやま便りが一方通行でなく楽しみにしている方がいら

っしゃるということに嬉しくなりました。ありがとうございます。 
あたたかいお声を励みに、これからも「旬の和歌山」をお届けしたいと思います。 
 

 
                       知事室 秘書課長 塩﨑 裕子 

 
 
 
 
 
 
 
 

 和歌山だよりに対するご意見・ご感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌
山に関する情報をご提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと
考えています。 
 （下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。） 

  ■FAX 073-422-4032  

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

  和歌山県のホームページ   https://www.pref.wakayama.lg.jp/   

ふるさと和歌山応援ｻｲﾄ httｐs://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/   
                   2019 年（令和元年）５月 Nｏ.１３３ 
   *個人情報につきましては、「和歌山だより」       和歌山県 秘書課 
     の発行以外の目的には、使用いたしません。       〒640-8585 和歌山県和歌山市小松原通１－１ 
                      TEL 073-441-2022 

★「和歌山だより」Ｗeｂ版を和歌山県ホームページにアップしています。Ｗeｂ版

ならではの美しい画面を楽しんでいただけますので是非御覧ください。 

 


